
序論  

今回、私は Ajax オンライン教材という Ajax について書かれた Web 上の

教材を作成することにした。  

 一 般に、ホームページ作成には HTML タグを使用する。しかし HTML

タグだけでは限界があり、画面上に文字や画像が貼りついたままで、自

由に動かすことができなかったのである。  

そこでページ上の全てのデータ、テキストや画像をオブジェクトとし

て扱い、 HTML データを自由に操作できる DHTML というものが登場し

た。  

DHTML とはDynamic HTMLの略である。 DHTML は、容量が大きく処

理が重い技術を使うことなく、動きがあって対話性を持った Web ページ

を作成することができる１ 。  

もともと、ホームページ作成を試みようと思っていた私は、その動的

な Web ページ作りに興味を持ち、卒業論文でも DHTML を取り上げよう

と思ったのだが、 2005年の初めごろから Ajax という言葉が出はじめ、雑

誌やブログなどで「 Google Maps は Ajax というもので動いているらしい」

や、「 Ajax で Web アプリケーションが変わる」といった内容の記事を何

度か目にするようになった２ 。  

Ajax はJavaScriptを利用して非同期通信を行い、 XMLデータでやり取り

する技術であるが、このような処理は Javaや Flash などでは、以前から

行われている。JavaScriptも非同期通信や、 XMLの処理に関して古くから

実装はされていたが、ほとんど使われることはなかった。  

しかし、 Google 社が提供するサービスによって見直されることになり、

JavaScriptでも十分実用レベルのものが作れることが証明されたのである。  

Ajax は XMLHttpRequest （ HTTP 通信を行うためのJavaScript組み込みク
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ラス）による非同期通信を利用し、通信結果に応じてダイナミック

HTML で、動的にページの一部を書き換えるというアプローチを取るこ

とができる。  

その Ajax を学ぶには、 Ajax について講義を行っている場所へ聞きに行

くか、書籍を購入し独学で学ぶという方法がある。他にも Web 上で学ぶ

方法もあるが、 Ajax についてのオンライン教材は、まだ他のプログラミ

ング言語、例えばJavaScriptや CSS などと比べると極端に少ない。  

また、 Web で Ajax について公開しているホームページも少なく、 Ajax

について書かれている書籍も Ajax とはどういったものなのか、という説

明は多いが、実際ソースを載せているサイトは数えるほどしかなかった

ため、私は私と同じように Ajax について Web で調べたいと思っている人

や、勉強したい人のためのオンライン教材を作成することにした。  

 

第 1 章  Ajax オンライン教材について  

第 1 節  Ajax という技術  

Ajax は最新技術ではなく既存の技術の組み合わせたものである。既存

の技術とは HTML 、 XML、JavaScript、 CSS 、サーバ技術などのことであ

る。これらの技術の組み合わせることにより、 Ajax としての技術は成り

立つ。  

Ajax オンライン教材の作成にあたり、まずは Ajax について知る必要が

ある。 2005年の初めごろから、 Ajax という言葉をいろいろなところで目

にするようになった。新しい言葉だけに Ajax という単語を知らない人も

多いだろう。実際に Ajax を使っているサイトも数える程度しかない。  

そこで Ajax オンライン教材では、まず Ajax とはどういうものかという

説明から入り、 Ajax というものを知ってもらい、それからプログラムの
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スクリプトや例題を載せ、それに基づいた問題と解答を載せ、オンライ

ン教材の利用者にそれを実際といてもらい、 Ajax に触れてもらうという

形をとることにした。  

Ajax は古い技術の集まりである。 Ajax を使いこなすには、その古い技

術の知識や技術が必要になってくる。しかし、それら古い技術、

JavaScriptや CSS 、 XMLなどの細かい説明を載せると、 Ajax の説明以上に

膨大な資料が必要になってくる。 Ajax オンライン教材ではあくまで Ajax

を中心にした教材にしたいので、JavaScriptや CSS 、 XMLといった知識、

技術をすでに知っているものとして、 Ajax 中心の内容にすることにした。  

 

第 2 節  Ajax の説明と問題  

Ajax はJavaScriptを主軸とした複合技術によるサーバとの非同期通信が

基本といえる。 Ajax では、サーバへのリクエストは中間層となる

JavaScriptを通してバックグラウンドで行われるため、従来の Web アプリ

ケーションと異なり、通信中であっても他の処理を行うことができる。  

サーバとクライアント間の通信にJavaScriptを用いた中間層を作ること

には、もう一つ大きなメリットがある。それはわざわざ通信するまでも

ないリクエストはJavaScriptで処理することができるということである。

通常の Web のアプリケーションは実行時に通信が行われ、ユーザのアク

ションから HTTP リクエスト、サーバの処理、リロード、そして新しい

ページでの表示というようなプロセスをたどる。 HTTP リクエストから

リロードまで、通信中は別のアクションは実行不可となる。ナビゲーシ

ョンは、行動→待機→結果というサイクルになり、アクションを一つ実

行するたびに全てのデータがサーバで再処理され、ページ全体がリロー

ドされる。これは、一つ行動したらまた次の行動という順番に行われる、
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同期通信ということである。  

つまり、行動を一つ行うたびにユーザはその結果がサーバから返され

るまで待たなければならないのである。これが Web アプリケーションの

操作性の点でデスクトップアプリケーションに大きく遅れをとっている

原因であり、使用するユーザのストレスを増大させていたのである。非

同期通信は、同期通信と異なりサーバから結果が戻るのを待つ必要がな

いのである。  

Ajax オンライン教材では、 Ajax とは何かという視点を基にその説明と

ソース、問題、解答を載せ、非同期通信の説明を中心とした説明、問題

を作成していく。私の持っている知識、技術を Ajax に必要な知識、技術

に当てはめ、 Ajax オンライン教材で載せる項目をいくつか選出してみる

と、 HTML 、 CSS 、JavaScriptを扱うことはできるので、これらの技術と

サーバ処理の技術を参考書籍や Web 上の資料を参考にしながら、それぞ

れの項目に沿った説明や問題を作成していくことにした。項目は、以下

の５つである。  

・ Ajax とは  

・ 非同期通信を行ってみよう  

・ HTML データをページ上に表示させよう  

・ 特殊効果で不透明度の処理をしよう  

・ クライアントサイドの技術を使おう  

最初の項目で Ajax について、 Ajax とはどういうものであるか、そして

Ajax に必要な知識と技術についての説明をし、次の非同期通信では、

Ajax の基本となる非同期通信の説明と、例題、問題とその解答を載せて

いる。残り 3 つの項目では Ajax で作成することができるプログラムを例

題として載せ、問題と解答。実際どのような動きをするのか見ることが
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できるサンプルを載せた。  

 

第 3 節  Ajax オンライン教材の項目の選定  

第 1 章第 2 節で、項目について述べたが、この節ではそれぞれの項目

ごとのテーマについて詳しく述べたいと思う。  

・ Ajax とは  

最初の項目では、 Ajax についての簡単な説明を述べている。 Ajax オン

ライン教材を利用する人は、皆 Ajax を知っているとは限らない。名前だ

けは知っていても、その中身は知らないかもしれない。 Ajax とはどうい

ったものか、そして Ajax に必要な知識と技術は何か、といったものを書

き、 Ajax を勉強する前の準備も兼ねた説明を載せることにした３ 。  

・ 非同期通信を行ってみよう  

二つ目の項目では、 Ajax の基本ともなる非同期通信の内容である。こ

の非同期通信のスクリプトは CGI を使うことも無く、JavaScriptを組み込

むだけで実行することができる。非同期通信を使って、サーバからテキ

ストを読み込むことや、タイムアウト処理を行うものを作るとなると、

難しくなってくるが、サーバとの通信を行うだけでいいなら簡単な処理

で済む。まずは簡単なスクリプトから説明し、 Ajax に慣れてもらうため、

この項目は Ajax の説明の次にもってきた。  

しかし、非同期通信のスクリプトを載せただけでは、従来のアプリケ

ーションでサーバと通信したときとどう違うのかわからない。そこで、

非同期通信のスクリプトだけではなく同期通信のスクリプトも載せ４ 、

同期通信と非同期通信がどう違ってくるのか比較できるようにした５ 。  

・ HTML データをページ上に表示させよう  

この項目では、 Ajax 内で利用できるライブラリの紹介も兼ねた内容を
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載せている。ライブラリについて詳しくは第 3 章の第 1 節で詳しく述べ

るが、ここでは prototype.js という既存のライブラリの紹介と、それを使

い HTML データをページ上に表示するスクリプトを載せている。なぜ、

HTML データをページ上に表示させる、というスクリプトを選んだかと

いうと、 prototype.js を使ったプログラムの作成の中で、 1 番スクリプト

が簡潔で、読み込むテキストファイルも HTML 形式でよいため、 Ajax オ

ンライン教材の利用者も、それならすぐに用意できると思ったからだ。

XMLデータをページ上に表示させる、といった項目でも良かったのだが、

HTML データの方が認知度も高い。 CSS ファイルは次の項目で使用する

ため、この項目では HTML データを使用した。  

・ 殊効果特 で不透明度の処理をしよう  

文字や画像などに不透明度を設定するには CSS を利用しなければなら

ない。この項目では、 Ajax と CSS の組み合わせについての説明とスクリ

プトを載せている６ 。その他、不透明度の処理とはどういったものかを

実際見られるため、サンプルも載せておいた７ 。  

CSS ファイルは、 Ajax 以外にも様々なホームページ作りで活用されて

いる。 CSS は 編集するに当たって、 HTML だけでデザインまでこなしてし

まうより分かりやすい、 HTML と分けて書けるので、デザインならデザイ

ン、内容なら内容に集中できる、といった利点を持っているので、 CSS

の活用はとても増えてきているのである。 

Ajax でも、もちろん CSS を使用することは可能である。しかし、ただ

CSS を使用するのではなく、不透明度を指定できるブラウザは Internet 

Explorer 4以降、 Firefox(Netscape 6以降、Mozilla)、 Safari のみである、とい

ったように使う用途によって、 CSS の使い方も変わってくるということ

を伝えるために、今回は不透明度の処理を載せることにした。  
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・ クライアントサイドの技術を使おう  

この項目ではサーバ側ではなく、クライアント側、つまりブラウザで

の処理について載せている。クライアント側の技術の中でも、定期的に

処理を行うプログラムである。JavaScriptのタイマーは setTimeout() と

setInterval() の２種類があるので、両方のスクリプトの例題を作成し、比

較できるように、上下に並べて配置した８ 。  

スクリプトだけでなく、全項目である不透明度の処理の時と同様に、

この項目でもサンプルを載せている。スクリプトが 2 種類あるので、実

際同じ動きをするとわかってはいるが、サンプルも 2 種類のスクリプト

で作られたものを載せた９ 。 

 

第 4 節  JavaScriptと CSS  

今回 Ajax の中の技術のうち、もっとも多く使用したのがJavaScriptと

CSS である。JavaScriptは Netscape Navigator の開発元である Netscape 

Communications Corp （現： Time Warner Inc. ）によって開発されたスクリ

プト言語である１０。クライアントサイドで処理を行い、 Web ページに動

きや対話性を持たせることを可能にする。  

Ajax において、JavaScriptはクライアントサイドとサーバサイドを連結

する中間層に位置し、まさに「 Ajax の要」と呼べる役割を果たしている。

JavaScriptがサーバとの通信を担当することにより、リロードすることな

く Web ページの更新を行うことを可能にし、また、従来はサーバで行っ

ていた様々な処理を、JavaScriptがクライアントサイドで行うことによっ

て、通信の付加やユーザの待ち時間を減らし、アプリケーションの使い

勝手を向上させるのである。  

Ajax は CSS を制御することもできる。これにより、プログラムとデザ
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インを分離しつつも、ページのデザインをプログラムによってコントロ

ールすることができるのである。  

JavaScriptと CSS は Ajax を支える中心技術といえる。 Ajax オンライン教

材では主にJavaScriptを使用し、 CSS は HTML ファイルとは別に CSS ファ

イルを作成し、 HTML ファイルから CSS ファイルを呼び出し使用した。  

 

第 2 章  Ajax の教材作成の問題  

第 1 節  Ajax の技術の範囲  

Ajax を勉強するには少なくとも HTML 、 XMLと CSS 、JavaScriptの知識

が必要である。また、サーバと連携した処理を行うには CGI やデータベ

ース、 PHP などの知識も必要になる。複雑なものであれば、サーバ側の

プログラムとクライアント側のプログラムで調整を行う必要がある。特

に他のサイトの情報を取得し利用する場合にはクライアント側ではセキ

ュリティの都合上、他のサーバからのデータを取得できないためサーバ

側でデータを取得し、クライアント側に渡すことが必要である。クライ

アント側とサーバ側を、うまく連携させ少ないコストでサイトが構築で

きるようにすることが 1 番望ましいといえる。  

第 1 章の第 2 節で、 5 つの項目について述べたが、 1 番目の項目であ

る「 Ajax について」以外は問題と解答を載せている。問題は、説明とそ

の例題を応用させた内容にし、それぞれの項目の理解に繋げるようにし

た。  

非同期通信についての問題では、次節、第 2 章第 2 節で詳しく述べる

が、 Ajax の通信上の制約の説明も踏まえて、それぞれのスクリプトの違

いを見つけ、そのスクリプトをうまくまとめ、プログラムを完成させる

ような問題を作成した。他に、「 HTML をページ上に表示させる」とい
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う項目では、 1 部分のスクリプトを書き換えし、 1 つのプログラムを作

るのに様々なソースの形があること、それを考えるための問題を作成し

た。  

 

第 2 節  通信上の制約  

Ajax は通信可能なサーバは同一ドメイン上のものに限られる。このた

め、 CGI を利用しない場合異なるドメイン上のサーバのデータを読み込

んで利用することはできない。  

異なるドメイン上にあるサーバのデータを利用する場合には CGI を経

由して他のサーバのデータを取得する必要がある。通信可能なデータに

制限はないが、実際には標準テキストと XMLになる。バイナリーデータ

も読み込むことはできるが、環境によっては動作しない。  

このように Ajax には通信上の制約があるため、それに伴いオンライン

教材でも CGI の使用が必要となってくる。しかし、通信上の制約やコス

トの問題も様々だが、それはオンライン教材を作成する側の問題であり、

Web 上で教材を無料で閲覧できるということは、プログラミングのオン

ライン教材に関係なく、利用する側としたら 1 番コストもかからず、簡

単に調べることができ、勉強することができるのではないだろうか。  

 

第 3 節  レンタルサーバの問題  

前節でも述べたが、 Ajax の技術ではその作るライブラリによって、

CGI を利用する場合がある。サーバと連携した処理を行うには、 CGI や

データベース、 PHP などの技術が必要になる。  

そして、オンライン教材を作成するには、レンタルサーバからサーバ

を借りてこなければならない。レンタルサーバには、有料でサーバを借

 9



りるところと、無料で借りるところがある。  

この有料と無料の差は大きく、無料でサーバを借りることができるレ

ンタルサーバは、強制的に広告が上部や下部に表示される、急に閲覧不

可能になってしまう恐れがある、独自ドメインが使えない、サイトの移

転が大変、という欠点を持っている。  

一方、有料のレンタルサーバでは、ホームページの容量が大きい、独

自ドメインの利用ができる、安心できるセキュリティ、メンテナンス、

そして CGI が利用できる、という利点を持っている。  

このように、レンタルサーバでは有料、無料との違いがあり、ほとん

どの無料レンタルサーバでは、 CGI が使えないところが多い。  

私は Ajax を使用するので、 CGI 利用可能なレンタルサーバでサーバを

借りなければならない。今回は、数少ない無料で CGI が使えるレンタル

サーバ『ぶっとびねっと』１１というところからサーバを借り、オンライ

ン教材を作成した。  

 

第 3 章  Ajax オンライン教材の利用  

第１節  優良なオンライン教材とは  

Ajax の可能性は広く、 Ajax の全てを伝えるのは難しい。それは、 Ajax

は既存の汎用ライブラリをいくつか利用することができる、ということ

も含まれている。  

Ajax を利用する場合に、自前で通信ライブラリなどを作成するのは大

変なことである。ブラウザ間の動作の違いなどを調べたり、それを解決

したりするだけでも膨大な時間がかかってしまう可能性がある。主なラ

イブラリをあげると、  

 Prototype.js  
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 Script.aculo.us  

 Dojo  

 Yahoo! Ul Library  

 Rico.js  

 JKL.ParesXML  

といったものである１２。  

もちろん他にもライブラリはあり、新しいライブラリが登場すること

もある。これらのライブラリは様々な特長があり、用途に応じて使い分

けるのが最良である。  

そこで Ajax の全貌を見せることよりも、 Ajax とは一体どういった技術

なのか、ということに絞ってオンライン教材を作成した。  

しかし、優良なオンライン教材とはどういったものなのか、 Ajax を理

解するにはどういった教材を作成すべきか、 Ajax オンライン教材を作成

するに当たってそれは重要な問題である。いくら説明を並べても言葉の

羅列だけでは Ajax に限らず理解しにくいだろう。  

そこで、項目を少なくし、 Ajax でこんなこともできる、あんなことも

できる、という紹介ではなく個々に絞って説明を書くことにした。基本

となる同期通信、非同期通信は、サーバとの通信が目に見えてわかるも

のではないので、ソースを載せて説明を加えることにする。他に、特殊

効果やクライアントサイドの技術を使う場合は実際に目で見てその効果

を実感してもらうためにサンプルを載せておいた。  

 

第２節  製作者の視点、利用者の視点  

Ajax オンライン教材を作るうえで、 Ajax の技術と自分の知識、サーバ

の問題など、さまざまな問題もあり、その中でいかに Ajax を理解できる
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か、ということに着目していたが、利用者側から見て、このオンライン

教材ははたして優良といえるのだろうか。  

Ajax を調べる際、JavaScriptや CSS などの知識も含まれるため、それら

のオンライン教材をいくつか参考にしたが、やはりどれにもメリット、

デメリットは存在した。  

例を挙げると、利用者の立場として見たときに、自分はどう感じるの

か、利用しやすいものなのか、実際利用し、そのホームページに載せら

れている掲示板に書き込まれた利用者の声なども参考にし、作成した。

利用者の声は十人十色で、それぞれの項目の説明を増やすべきである、

という意見や、説明よりもその技術で何ができるのか、サンプルをたく

さん載せて欲しいなど、様々であった。  

今回、 Ajax オンライン教材を作成し間もないが、掲示板を設置し、利

用者の意見を取り入れ、改善していくことも必要である、と思った。  

 

第 4 章  既存の資料の使用と評価  

第 1 節  Web 上の資料  

手元にある書籍は Ajax の資料ばかりだったので、JavaScript、 CSS 、

XML、サーバ側の処理などの資料は、 Web 上で探すことにした。  

しかし、各プログラミングの資料は多いのだが、 1 部分のスクリプト

をコピーしてペーストするだけの、スクリプトのサンプルを載せている

サイトが多く、そのスクリプトの説明を載せているサイトは、数えるほ

どしかなかった。  

そのサンプルを載せているサイトも、JavaScriptや CSS は多いのだが、

XMLや Ajax に関する説明を置いているサイトは本当に少なく、そこは書

籍に頼るしかなかった。コピーして使うことは確かに簡単にできるし、
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時間もかからないが、そこからプログラミングに興味を持ち、勉強して

みようと思う人が出てくれば、もっとさまざまなプログラミングの可能

性もでてくるだろう。  

 

第 2 節  書籍  

Ajax に関する資料は少なく、インターネット上に載っている各書籍の

評価も交えて、その書籍を集めるところから始めた。他のプログラミン

グの本と比べるわけではないが、説明が丁寧に書かれている本が多く感

じた。  

Ajax は古い技術の組み合わせなので、その技術の組み合わせの説明か

ら、各項目のスクリプトの説明が細やかに書かれており、とてもわかり

やすかった。しかし、 Ajax で何ができるか、ということを中心に書かれ

ている本があったのだが、それは説明も少なく、ただスクリプトが書か

れているという、理解するには少し難しい書籍もあった。そこは反面教

師にし、オンライン教材の作成の際に気をつけるということを学び、教

材においての良いところ、悪いところをそれぞれ調べることができた。  

 

第 5 章  今回作成した Ajax オンライン教材について  

第 1 節  アンケート結果  

三回生にベータテストしてもらって、アンケートをとった結果を集計

した。項目は以下の４つである。  

１． Ajax についての印象はどうでしたか。  

２． Ajax は実用性、必要性があると思いますか。  

３． Ajax を扱う上で一般に HTML 、 XML、 CSS 、JavaScript、サーバ側

のプログラム（ CGI や SQL データベース）の知識と技術が必要に
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なりますが、 Ajax を理解するにはどのような勉強法が良いと思い

ますか。  

４． Ajax オンライン教材について、改善するところ、感想をお願いし

ます。  

以上、４つの項目である。  

なぜ、これらの４つの項目を出題したのか。まず 1 問目の Ajax につい

ての印象を質問したのは、 Ajax の知名度を調べるという目的と、 Ajax を

知らなかった場合、 Ajax オンライン教材で書いた Ajax についての説明を

読んで、 Ajax に対しての感想を聞くためである。 Ajax オンライン教材を

実際に使用し、 Ajax というものを知り、または Ajax について再認識し、

Ajax とはこういうものだ、だから難しい、だからおもしろそう、という

Ajax に興味を持ってもらえたかということを知ることがこの 1 問目の 1

番の目的である。  

2 問目の Ajax は実用性、必要性があるかという質問だが、これは Ajax

をどういったものに使うか、ということがまだはっきりわからない、と

いうことに大きく関連している。 Ajax について書かれている書籍にはど

れも Ajax ではどういったものができる、ということは書かれているのだ

が、ではその Ajax で作ったものをどういったものに活かすか、という具

体的なことはあまり書かれていない。具体的に書かれたものの多くは、

地図、 Google Maps などに Ajax が使われていることなどを例に出されるこ

とも多いが、それ以外に Ajax を中心に使われているサイトはあまり耳に

しないし、紹介されていない。 Ajax オンライン教材で、 Ajax を知っても

らい、 Ajax で何をしたいか、どう使うかを考えてもらうためにこの質問

を取り入れた。  

3 問目は、 Ajax を理解するための勉強方法を聞いている。今回作成し
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た Ajax オンライン教材では、それぞれの項目ごとに例題、問題、解答を

載せ自主的に勉強できるような形で作成したが、問題を解き、解答を調

べるという勉強方法以外にもたくさんの勉強方法はあるだろう。個人に

よって勉強方法は違うだろうが、誰にも利用しやすい Ajax オンライン教

材の改善のため、この質問を載せることにした。  

4 問目は、 Ajax オンライン教材についての感想と改善するところを聞

いた。今回作成した Ajax オンライン教材は、自分なりに模索して作成し

たとはいえ、改善点は多々あるだろう。自分では気付けない盲点など、

客観的にみた意見などを取り入れ、優良な Ajax オンライン教材を目指す

ためにこの質問をアンケートに取り入れることにした。  

アンケート結果について。アンケートの１問目の Ajax についての印象

はやはり様々だったが、実際 Ajax オンライン教材を通してみて、難しい

といった答えが多かった。これに対しては私も Ajax という技術を知った

ときの気持ちと同じである。様々な技術の組み合わせである Ajax を使い

こなすには、その様々な技術、JavaScriptや CSS 、 XMLなどを知っていな

ければならないということである。 Ajax オンライン教材でも、それらの

様々な技術を知っていることを前提に書いているので、難しいという答

えが多いのもうなずける。だからといって、JavaScriptなどの説明も加え

てしまうと膨大な資料になってしまう。部分的に細かな説明やコメント

を入れておけば、それほど難しいという印象も少なくなるかもしれない。  

２問目の Ajax の実用性と必要性についてだが、この質問に対する答え

は大体皆同等で、実用性、必要性は共にあり、オンライン上での表現が

広がるだろう、ということであった。  

Ajax は、画面遷移を伴わない Web アプリケーションが構築でき、ユー

ザアクションの都度、動的にコンテンツを操作できるため、利用者の利
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便性が向上する、といったメリットを持っている。  

具体的に Ajax が使われているサイトの例を挙げると、 Google Maps の画

像を使ったアプリケーションである１３。ここでは Ajax が使われており、

地図をドラッグして動かせば、必要な部分を必要な分だけ地図情報をダ

ウンロードするため、事前に全体をリロードする必要がない。  

Ajax という技法は既存の技術を覆し、置き換えるものではない。今ま

で既存の技術では実現しにくかったシーンに Ajax という技法を使うこと

で、威力を発揮するだろう。  

３問目の Ajax を理解するための勉強法であるが、これは何の勉強でも

そうだが、個人個人の考え方や性格は違い、それぞれ十人十色の勉強方

法があるのでこの質問の答えもそれぞれ違う答えが返ってくる、とふん

でいたのだが大体が理解するまで例題を何回もこなす、という内容の答

えだった。  

Web 上のプログラミング、JavaScriptなどで小技集というJavaScriptのソ

ースをコピーしてペーストするだけで、簡単にJavaScriptの技術を使える

ようなサイトが多いのは、プログラミングを覚えること、勉強すること

が難しいからなのか。その割には詳しく説明しているところや、例題を

載せているサイトは少ない。  

しかし、すぐにJavaScriptを使いたい場合はコピーしてきて使うほうが

時間もかからないし、理解する必要もないのかもしれない。 Ajax を扱う

となれば、理解せざるを得ない、そういうことからきているようだ。  

４問目の私が実際作った Ajax オンライン教材を使用してみて、改善す

るべきところと感想だが、改善すべきところは多く書かれていて、そこ

は第３節の反省点で述べることにする。  

感想などでは、サンプルとして答えが記載されているところが評価さ
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れ、今後は評価された部分を生かし、優良なオンライン教材を目指した

い。  

 

第 2 節  自己評価  

Ajax オンライン教材を作成するにあたり、自分がどの程度まで Ajax を

理解できるか、ということが１番の問題であった。なぜならば、物事を

相手に伝えたい場合、まず自分が理解していなければ、相手には何も伝

わらないからである。今、私が Ajax 全てを理解しているとは言いがたい。

オンライン教材に載せている項目も自分が理解できたところだけである。

しかし、それでは Ajax を自分のものにするなどできないだろう。この機

会を元に、自分の知識、技術が至らなかった部分を改善していかなけれ

ばならない。  

Ajax オンライン教材を作成の際、最初のテーマは Ajax とは何かという

視点を基に、その説明とソース、問題、解答を載せ、非同期通信の説明

を中心とした説明、問題を作成していく、ということであった。  

Ajax はまだまだ世に出て間もないということで、 Ajax は何か、という

説明から始めたが、説明ばかりで頭でっかちになり、 Ajax がどういうサ

イトで使われているか、という紹介も入れておくべきであった。非同期

通信や HTML データをページ上に表示させる、などの項目でもソースの

紹介やサンプルを載せることはしたが、それを実際どんなサイトでどの

部分に使用するかは載せなかった。説明だけでなく、 Ajax を取り入れて

いるサイトの紹介なども載せるべきであった。  

Ajax は既存の汎用ライブラリを利用することができる。今回は私の知

識、技術不足で Prototype.js というライブラリしか紹介できなかったこと

が悔やまれる。 Ajax は他にも別のサイトを利用することができる。別の
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サイトとは、例を挙げると Yahoo や Google Maps などである。これらも項

目に入れるべきであったと思ったのだが、専用の API を利用するには ID

を取得しなければならないので断念した。  

項目ごとの問題と解答も当初の目的通りに作成したが、それぞれ項目

ごとに 1 問ずつしか問題と解答を載せていないので、基礎問題と応用問

題に分けて出題するなど、問題数を増やしても良かったのではないかと

思う。  

 

第 3 節  反省点  

まずは、アンケート結果に書かれていた改善点を挙げて反省点を振り

返ってみる。アンケートで最も多かったのは、例題のソースの内、どれ

がどの様な動きをしているのかわからなかったので理解しにくいという

意見である。  

第１章の第３節で実際 Ajax オンライン教材に載せたソースを書いたが、

そのソースを例にとって見る。  

n = 100; // 不透明度１４

というスクリプトがある、上記の // よりも右側はコメント文といって、

// よりも左側にあるスクリプトを説明している。要するに、 n=100 は不

透明度をあらわしていることになる。  

このように、この部分だけでなく、 CSS を呼び出すスクリプトや、ど

ういった関数のものかという説明を入れることで、この部分でこの指示

をし、どういった流れのスクリプトになっているのかを理解することに

つながるのである。  

私は、ソースの前に説明文を載せていたので、それで理解できるだろ

うと思っていたのだが、例えば非同期通信がどういったものか説明をし
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ても、ソースの説明は全く違ったものである。非同期通信とはどういう

ものか、このスクリプトはこういう指示を与えている、とそれぞれに説

明を入れるべきであった。  

しかし、 1 番反省すべき点は私の知識、技術不足だろう。今回の Ajax

オンライン教材の作成をすることで、 Ajax の技術の難しさを肌で体感し

たが、 Ajax を自由自在に利用するには、JavaScriptや CSS や XMLのような

技術以外にも、他の既存のライブラリについてサーバ技術などが必要に

なってくる。 Ajax に限らず、その他の様々な技術を知ることで Ajax の幅

は広がる。 Ajax オンライン教材でももっと多くの項目や、サンプルも載

せることができただろう。それら全てを自分のものにすることができず、

とても残念である。  

 

終章  

今回 Ajax オンライン教材を作成したわけであるが、 Ajax を知る際に

JavaScriptや CSS 、 XMLなどのプログラミングを勉強し、それを組み合わ

せる技術を勉強したことは、自分にとってとてもプラスになった。  

Ajax 、それは Web アプリケーションのユーザビリティを改善する切り

札である。古い技術を組み合わせ、魔術のごとく生まれ変わった新しい

ファッションである。  

多くの場合、 Ajax アプリケーションはサーバとクライアントの双方を

降る活用して動作する。その点で、サーバだけ、クライアントだけで構

成される従来の Web アプリケーションとは一線を画している。それを知

ることができたのも Ajax オンラインを作成したからである。  

今回 Ajax オンライン教材を作成したことは自分にとってとても実りあ

るものになったが、私が作成した Ajax オンライン教材がオンライン上で
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Ajax について勉強されている方に少しでも役に立てば幸いである。  

提出期限内に、 Ajax についてもっと深くまで理解し、それを教材に載

せることができず、それが残念である。本来ならば Ajax オンライン教材

に載せた教材そのものを作成し、資料として提出すべきであったが、提

出期間内にまとめることが出来なかったことを反省している。  
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